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村松孝一研究（１）ベーム式フルート製作の始まり
――明治期から昭和初期における国内の楽器情況――
A study on Koichi Muramatsu （1）　The Biginning of the Boehm Flute Making : 
Circumstance of the instrument which had been used in between the Meiji era and 





































































るためのもので、実際に楽器を手にするには明治 9（1876）年 4 月まで待つことになったが、そ




　全部で 10 冊ある『楽器装束管理録』は、現在、宮内公文書館に保管されており、明治 24（1891）
年から昭和 11（1936）年までの記録が残されている。洋楽器については 3、4、5、6、9 冊目に
書かれているが、本論ではフルートとピッコロのみを研究対象とする。表 1 は、その記載内容を
一覧にしたものである。
　3 冊目に明治 26（1893）年 10 月の『欧州楽器目録』が記載され、4 冊目には明治 24（1891）
年の楽器目録を明治 30（1897）年に改訂したものが記載されている。5 冊目には明治 40（1907）
年から明治 44（1911）年まで、6 冊目には大正 6（1917）年から昭和 11（1936）年までの各楽
器の管理記録が残されている。この 2 冊は、各年末に楽器の本数を確認していたものであり、3 冊
目から 6 冊目を整理することでこの時期に式部職にあった楽器の種類がわかる。































明治 36（1903）年 1 月から明治 38（1905）年の
ドイツのヘッケル社との楽器購入に関する往復書簡
楽器目録
　表 2 は、表 1 の記載内容をもとに明治 24（1891）年～昭和 11（1936）年の楽器台数を整理し、
表にしたものである。対象楽器はピッコロ	in	C、D ♭、E ♭、フルート	in	C、D ♭、E ♭の 6 種類
である。数字はその年に確認された楽器の台数で、括弧内の数字はそのうち外部に貸し出されてい
る楽器の数 18、×印は記録のないものを示している。初めは 6 種類の楽器がほぼ同数であること
が確認できるが、ピッコロ、フルートともに in	E ♭の楽器はほとんど使われなくなっていくこと




フルート 4 本の仕様に関する記述を引用し、表 3 にまとめた。
　第2回の受入時に届いた2本のフルートは、低音Hまで出せるC管の楽器でEとF♯、トリルキー
が付いており、吹き口（頭部管）は象牙製である。「精撰機械銀製特別製」というのは鍵の部分が
銀製だということだと考えられる。この楽器 1 本の値段は 320 マルクで、現金支払いに対し一割
引で販売されたことが書かれている。「ピコロ、フレーテ、イン、チヱー」と書かれているのはピッ
コロのことであろう。象牙の頭部管を持ち、銀メッキで作られたものである。金額は130マルクで、
フルートと同様に一割引されている。第 3 回の受入時に届いたピッコロは D ♭管で、象牙の頭部
管である。金額は第 2 回のピッコロと同じであった。第 5 回の受入時は D ♭管のフルート 2 本が










楽器名 チヱー　ピコロ デス　ピコロ ヱス　ピコロ チヱー　フレーテ デス　フレーテ ヱス　フレーテ
英語楽器名 Piccolo in C Piccolo in D ♭ Piccolo in E ♭ Flute in C Flute in D ♭ Flute in E ♭
1891
明治 24 年
1 2 1 3
2 2
7 月 （甲乙） （甲乙）
1893
明治 26 年









1（1） 3（1） × 4（4） 2（1） 1
12 月
1904




12 月 7/30（第 2 回）受入 1 9/10（第3回）受入１ 7/30（第 2 回）受入 2 12/29（第5回）受入2
1905
明治 38 年








2（1） 4（2） × 6（2） 4（2） 1
12 月
1908




12 月 3/19 返納 1 3/19 返納 3 3/19 返納 3 3/19 返納 2
1909
明治 42 年







12 月 9/27 受入 1
1911
明治 44 年











4 月 4/20 受入 1
1929




1 月 1/14 引継 2 1/14 引継 2
1930




7 月 7/24 下附 1 7/24 下附 1
1934















到着日時 本数 楽器 楽器の仕様と金額
明治 37 年 7 月 30 日







明治 37 年 7 月 30 日






明治 37 年 9 月 10 日





明治 37 年 12 月 29
日
（第 5 回）








『音楽取調掛時代文書綴』巻 5　諸伺書類（明治 13〈1880〉年 7 月）
　第 5 巻の 95 から 96 には「米国ニテ購入樂器（ママ）」として「音楽取調掛ヨリ注文之分」と「メー
ソン氏ヨリ注文ノ分」があり、後者にフルートの購入記録がある 22。







　「ローズ・ウッドで頭部は象牙。指孔 6、鍵 11 の C 管で全長 737mm の円錐管」






















　表 4 は、大正から昭和 30 年代までに国内で出版され、フルートの仕様について書かれているも
のの一覧である。村松がフルート作りを始める大正 12（1923）年以前から昭和時代までの音楽書
を見て行くことで、徐々にベーム式フルートが一般的になっていったことがわかる。その中でも
（表 4）大正から昭和 30 年代までに国内で出版された教則本と音楽書一覧
著者 発刊年 題名 解説されている楽器 楽器の調性
中山　隆次 大正 5 年（1916） 簡易音楽体型と楽器沿革 写真のみ（ドイツ式？） 記載なし
瀨戸口藤吉 大正 14 年（1925） 管絃樂器の取扱法 多鍵式 C、D ♭、D、E ♭、F
F. マイエルホッフ 大正 14 年（1925） 管絃楽器論 ドイツ式、ベーム式 C（D ♭と E ♭は極めてまれ）
伊庭　　孝 大正 15 年（1926） 音樂讀本 ベーム式 C
小笠原良造 昭和 4 年（1929） 現代音楽通論 写真のみ（多鍵式） 記載なし
山口　常光
昭和 10 年（1935） ブラスバンド教本 ベーム式、メーアー式 C
昭和 30 年（1955） 吹奏楽教本 ベーム式 C
山田　耕筰 昭和 10 年（1935） 音楽読本 フランス式、ドイツ式、ベーム式 C、D ♭、E ♭など
紺野　五郎 昭和 12 年（1937） 小学校青年学校吹奏楽の編成と指導 ベーム式 C









































関する著書 38 もある。「日本フルート協会」設立時（1966 年 8 月）には副会長をつとめた。恒は
「（息子は）暇があれば読書をしたりフルートを吹いていた 39」と著書の中で回想している。昭和














1840 年代にはベーム式フルートを製作していたことが 1844 年と 1849 年のパリ博覧会への楽器
出品記録からわかっている 40。




④ 4 本目の楽器：ベーム式（昭和 23〈1948〉年）
　この楽器は「戦後三年目にやっと手に入れた村松氏のフルート」であった。村松は 50 歳の年で





















































































『日本フルートクラブ月報』No.0 ～ No.69（1949 年～ 1957 年）
・東京芸術大学貴重資料データベース資料





『一般社団法人　日本フルート協会』http://japan-flutists.org/（アクセス日 2015 年 10 月 10日）。
『宮内庁』http://www.kunaicho.go.jp/（アクセス日 2015 年 10 月 30日）。
『 国 際 結 婚 の 楔 と な っ た ガ ン ト レ ッ ト 恒 子 の 生 涯 』http://www.japanjournals.com/2011-01-14-15-46-57/survi-
vor/1085-2011-03-21-12-00-10.html	（アクセス日 2015 年 9月 20日）。
『東京藝術大学大学美術館収蔵品データベース』http://jmapps.ne.jp/geidai/index.html（アクセス日 2015 年 10 月 17日）。
『日本フルートクラブ出版』http://www.jfc-pub.co.jp/index.htm（アクセス日 2015 年 10 月 10日）。














創刊号は昭和 24（1949）年 4月に発刊されており、そこに「昨年 1月にクラブ創設」の旨が書かれているが、『日本フルート
クラブ出版』ホームページによると昭和 22（1947）年頃結成されたとある。今回は、日本フルートクラブ出版代表取締役比
田井裕氏のご厚意により創刊号から第 69号（1957 年 8月）までのデータをご提供いただいた。
7「すでに西洋式に作った日本製の横笛、ラッパ、太鼓などで始めていた」（ブラック 3巻 1970	:	122）。











19表 2の中の数字以外記載について以下の通りである。甲乙：明治 24（1891）年と明治 30（1897）年のフルート in	D ♭と
E♭には「甲乙」と記載があった。これは、2本のフルートにそれぞれ番号が付けられていたものだと思われる。受入と返納：
明治 37（1904）年の受入は、前年にドイツのヘッケル社に注文した楽器が 5回に分けて到着したことが記録されている。ピッ












25 最初のモデルのデザインは、ライプツィヒのフルート奏者、シュヴェドラー（Maximilian	Schwedler）によって 1885 年頃






28ルルーは 1870 年 19 歳 5か月でパリ音楽院に入学した。専攻はピアノで、教師はマルモンテルだったと考えられる。卒業の
記録はない（中村 1993	:	634	–	636、ルルー略年表より）。













40 パリ博覧会への楽器出品記録（ジャンニーニ 1993	:	256,	258）。Powell（2002	:	200）にはフランスのフルート奏者 Rbert	
Frisch（b.	ca1804）が 1840 年にはビュッフェ・クランポンのベーム式フルートを吹いていたと書かれている。
41村松 2010 の年表より。
42『日本フルートクラブ月報』No.46、1955 年 6、7月合併号の「フルート草分けの時代の話」を参照する。
43『日本フルートクラブ月報』No.10、1952 年 6月の「笛作り三十年（二）」より。
44近藤 2002	:	133。
45『日本フルートクラブ月報』第 2号から第 21号に掲載している。
46『日本フルートクラブ月報』No.9、1952 年 5月の「笛作り三十年（一）」より。
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